
　
　
C

第
十
職
階
第
二
號

大
正
十
五
年
四
月
噸
鼠
登
行

　
　
　
　
　
　
（
癒
巻
第
四
十
二
號
）

研

究

ヅ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
傳
説
ミ
そ
の
交
化
史
的
意
義

（k）

文
學
士

原

園

賑

　
　
　
　
窺
　
　
　
次

陶
、
序
競
　
哨
剛
、
ス
パ
ル
タ
の
剃
度
　
剛
刷
「
リ
ュ
ク
ル
穿
ス
傳
競
の
疑

そ
の
一
…
賞
在
に
つ
い
て
の
疑
　
そ
の
二
…
傳
説
の
形
式
の
疑
　
睡
、

内
容
か
ら
の
考
察
そ
の
一
…
政
治
紐
織
に
つ
い
て
そ
の
二
・
：
土
地

の
単
等
分
醗
　
そ
の
三
…
載
銭
の
欄
渡
に
つ
い
て
　
そ
の
四
…
軍
澗
改

革
や
耽
禽
的
施
設
な
ご
　
そ
の
五
…
内
容
検
討
の
結
墨
　
颪
、
”
ユ
グ

殉
ゴ
ス
櫨
謀
説
の
陥
八
立
　

幽（

A
リ
ユ
〃
ル
ゴ
ス
偲
鮒
隅
の
丈
化
吏
的
識
温
臨
…

鞘
　
序

説

憎
憎
…
轡
　
　
醗
　
爽
　
　
B
ユ
〃
津
、
謙
ス
綜
説
§
《
の
文
化
鐙
的
意
義

　
ギ
ヲ
シ
ャ
丈
化
の
代
表
的
都
市
ご
し
て
、
吾
々
は
直
ち

に
ア
テ
ナ
イ
を
瞬
げ
る
。
是
に
謝
し
て
、
武
骨
な
る
も
の

素
朴
な
る
も
の
ご
し
て
ラ
ケ
グ
イ
モ
ン
人
を
数
へ
る
。
郎

ち
ス
パ
川
タ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
文
化
嚢
蓬
吏
上
、
素
朴
な
）

し
原
始
的
生
．
活
楼
式
を
、
よ
り
多
く
保
存
せ
る
も
の
こ
、

蓮
常
考
へ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
（
例
へ
ば
犀
鑓
ゆ
械
の
嘱
・
o
ゆ
雛
。
窪
。
｝
、
陣
⇔

戸
菅
と
｛
隻
戸
毒
評
鐸
憎
凶
8
叢
譲
潜
嬢
の
蓋
し
）
◎
．

第

號

　
　
（
～
八
薫
）



岬、

許

　
　
　
第
十
…
巻
　
　
研
　
究
　
　
号
ユ
〃
翔
ゴ
ス
簿
親
定
そ
の
文
化
史
的
葱
義

　
然
し
乍
ら
、
ス
パ
ル
タ
の
制
度
は
、
そ
れ
が
軍
に
ギ
ヲ

シ
や
入
の
古
い
生
活
様
式
を
傳
へ
て
居
る
ご
い
ふ
の
み
で

重
大
な
の
で
は
な
い
。
常
に
理
想
叢
々
の
模
範
ご
し
て
、

ギ
ソ
シ
、
ヤ
，
人
の
間
に
仰
望
せ
ら
れ
た
の
み
な
ら
す
、
更
に

遙
か
に
ロ
ー
マ
入
の
間
に
於
い
て
も
理
想
國
の
典
型
ご
考

へ
ら
れ
て
居
た
の
で
．
あ
る
。
例
へ
ば
国
璽
9
ポ
》
「
凶
・
。
8
箆
窃

を
始
め
こ
し
、
℃
o
嘗
玄
8
や
Ω
8
δ
な
ご
の
著
書
を
見
る

も
明
か
で
あ
る
。
邸
ち
、
政
治
思
想
吏
の
上
か
ら
は
、
極

め
て
重
大
な
地
位
を
占
め
る
。
自
分
は
、
幾
多
の
理
想
家

が
、
ス
パ
ル
タ
の
制
度
を
模
範
こ
し
て
、
澱
會
改
革
を
企

て
た
、
そ
の
億
載
を
跡
づ
け
た
い
希
望
を
有
す
る
が
、
今

は
そ
の
第
「
歩
こ
し
て
、
ス
パ
ル
タ
の
制
度
を
完
備
し
た

こ
い
ふ
ソ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
の
傳
説
だ
け
を
考
察
し
た
い
ご
思

ふ
。　

ス
パ
ル
タ
の
制
度
が
、
あ
れ
程
強
い
印
象
を
入
々
に
與

へ
た
の
は
何
故
で
あ
る
か
。
　
一
つ
に
ば
固
よ
り
、
後
世
に

お
け
る
ス
パ
ル
タ
膚
身
の
勢
力
の
異
常
な
る
獲
展
に
墓
く

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
二
　
（
嚇
入
鰯
）

二
つ
に
は
又
、
そ
の
謂
ふ
所
の
制
度
が
比
較
的
愛
化
少
な

く
し
て
、
遙
か
に
古
い
時
代
か
ら
久
し
く
後
世
ま
で
五
百

年
以
上
も
存
賭
し
た
ε
い
ふ
信
念
に
も
重
る
。
（
穿
ぎ
7

渥
西
鐸
税
噂
ρ
挿
O
）
最
後
に
又
、
他
の
諸
國
の
制
度
に
比
し
て
、

そ
れ
が
署
し
き
特
色
を
示
す
ご
考
へ
ら
れ
た
だ
め
で
も
あ

る
O
（
禽
・
○
纂
ρ
H
譲
｛
o
羨
。
門
Ω
咳
o
o
β
・
員
Q
勢
い
貫
…
憶
。
。
o
）

　
　
　
ニ
　
ス
パ
ル
タ
の
制
度

　
ス
パ
ル
タ
の
制
度
は
、
ヘ
ラ
ク
ソ
グ
イ
が
ラ
コ
ニ
ヤ
の

地
に
侵
入
し
て
そ
の
勢
力
を
樹
立
し
た
時
以
來
の
存
在
で

あ
っ
て
、
極
め
て
古
い
も
の
ご
考
へ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
二

人
の
王
（
》
危
憂
σ
q
¢
蕊
）
を
奉
戴
す
る
匙
源
は
此
の
時
に
お

か
れ
る
。

（
註
）
A
o
二
王
剃
渡
は
、
ス
パ
ル
タ
に
入
つ
表
H
ζ
澤
届
の
曾
孫
〉
門
解
7

　
　
。
葎
。
已
器
の
璽
生
児
、
　
団
霞
脇
9
。
琴
。
，
”
等
。
冠
窃
の
ご
人
が
同
噂
に
即

　
　
位
し
象
に
始
ま
ろ
ミ
傳
ふ
0
（
嵩
巽
象
O
｛
償
♂
＜
H
鴇
）

　
n
o
二
王
濃
盆
の
障
囲
に
麗
い
て
は
謝
観
が
あ
る
o
U
霞
す
人
霊
土
潜
艮

　
　
族
霊
著
し
く
に
ド
リ
ヤ
人
の
こ
部
族
の
ω
二
三
蕊
ヨ
霧
か
ら
號
明
ぜ

　
　
ん
建
し
、
或
に
二
膀
軍
が
或
ろ
土
塊
な
共
有
す
う
に
始
ま
ろ
亡
い
ひ

　
　
或
に
更
に
答
歌
ぜ
ろ
貴
族
の
餐
協
に
よ
る
ピ
説
明
す
る
人
も
あ
ろ
。

／t



薪

．

　
　
詳
し
く
に
勺
。
】
旨
・
き
”
象
8
げ
一
塁
。
Ω
。
m
。
一
回
一
。
剛
り
陣
。
膏
。
だ
塗
照
さ

　
　
れ
．
索
い
。
が
窺
Φ
曳
O
巴
も
謂
へ
る
如
く
、
（
O
⑦
㎝
．
拝
覧
帥
●
目
H
誌
爲
O
）

　
　
目
皇
霊
冤
議
窪
ρ
目
鴇
昌
⑦
な
ざ
で
匡
、
多
く
の
　
燭
鞍
蚕
。
・
。
が
併
立

　
　
ゼ
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
起
源
に
最
後
の
親
の
様
に
か
、
る
大
官
の

　
　
並
立
三
三
ぜ
ろ
事
清
か
ら
説
明
す
べ
各
、
で
あ
ら
う
。

然
し
乍
ら
、
紀
元
前
九
世
紀
に
、
揖
た
立
法
家
ポ
、
一
、
。
－

鴛
σ
q
冨
の
手
に
よ
っ
て
、
ス
パ
ル
タ
の
政
治
組
織
魁
會
制
度

は
徹
底
的
に
整
齊
さ
れ
だ
こ
傳
説
は
物
語
る
Q
今
そ
の
詳

細
を
述
べ
る
必
要
は
な
い
が
匹
旨
9
魯
。
一
ρ
の
ソ
ユ
ク
ル
ゴ
ス

傳
に
從
っ
て
そ
の
事
業
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。

　
（
一
）
政
治
組
織
の
改
革
。

　
　
　
1
、
Q
Φ
罠
。
。
す
の
設
立
。
是
は
元
老
院
で
あ
っ
て
、
二
人
の

　
　
　
　
王
を
加
へ
て
三
十
人
よ
り
成
る
。

　
　
　
2
、
書
亀
p
の
随
時
召
集
。
是
は
民
會
で
あ
っ
て
、
三
＋

　
　
　
　
歳
以
上
の
ω
冨
冨
寡
鉱
が
集
る
。
そ
の
集
・
曾
の
場
所
叢
び

　
　
　
　
に
溶
岩
を
定
め
た
。

　
　
　
3
、
営
ぎ
益
の
設
置
り
六
＋
歳
似
上
の
監
督
宮
五
名
を

　
　
　
　
お
く
。
国
Φ
δ
鳥
0
9
。
。
H
8
な
さ
は
リ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
の
定

　
　
　
　
む
る
所
S
い
へ
剛
ご
》
鉱
ω
δ
仲
鼠
O
ジ
（
困
》
O
一
一
【
一
〇
紛
　
ノ
N
．
　
回
H
）
に
は

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
”
ユ
〃
ル
ゴ
ス
徳
観
定
そ
の
酸
化
史
的
意
嚢

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
註
）9

目
6
8
9
尊
）
顎
の
事
業
ε
齢
す
。
　
　
　
・

母
港
的
改
革
の
主
要
な
る
も
の
ミ
し
て
、
土
地
の
卒
等
分

配
を
な
し
た
。
師
ち
ス
パ
ル
タ
の
土
地
を
九
千
の
器
守

益
（
抽
箋
分
班
の
土
地
）
に
分
ち
、
ラ
コ
ニ
ヤ
の
土
地
を

三
萬
の
屡
2
0
陣
に
分
つ
た
。
そ
れ
ん
＼
。
Q
冨
属
聾
無

℃
9
鼻
9
に
分
與
し
た
も
の
で
あ
る
。

》
ぼ
α
帥
費
（
公
食
團
）
の
規
定
を
始
め
ミ
し
て
、
青
年
子
女

の
敏
一
等
に
話
す
る
趾
會
的
施
設
及
び
風
俗
に
關
す
．
る

規
定
。

軍
制
の
改
革
。
り
｝
三
鴛
多
に
よ
れ
ば
彼
は
騎
兵
の
改
革

者
ε
み
ゆ
（
蕊
、
H
＾
●
ρ
お
）
。
寓
。
δ
α
9
垢
H
ひ
い
に
よ
れ
ば

国
昌
9
つ
9
鼻
6
目
芭
窮
島
。
も
。
の
q
。
・
切
憲
’
に
分
っ
て
軍
備
を
整
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）
、

た
ε
い
ふ
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
誓
。
。
。
。
㌶
ρ
は
禦
峯
膏

の
事
で
あ
る
。

　
国
き
”
ぎ
録
に
歩
兵
の
涯
分
で
あ
り
8
旨
H
ハ
鼠
①
ω
に
二
つ
の

、
Q
Q
器
む
。
け
瓢
沿
よ
リ
戊
る
か
定
力
P
毒
緊
舘
⇔
旗
日
へ
り
（
国
臼
O
臣
O
葺
匂
0
・

　
く
。
回
．
押
℃
唱
．
a
o
一
旨
困
幽
ぎ
δ
）

三
　
ソ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
傳
説
の
疑
ひ

第
二
號
　
血

三
　
（
唄
鉢
叩
）



　
　
　
第
十
…
巷
　
　
研
　
究
　
　
弓
ユ
ク
ル
ゴ
ス
櫨
螺
㍑
書
港
、
の
霊
化
法
的
意
貌

　
さ
て
、
ス
パ
ル
タ
に
世
襲
絡
身
の
王
が
二
重
に
存
在
す

る
ピ
い
ふ
事
は
、
特
殊
な
姿
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
元
來
ラ
コ
ニ
ャ
を
支
配
す
る
1
3
ジ
や
入
の
三
つ
の
蝕
了

覧
。
（
部
族
）
（
U
驚
ヨ
き
。
ω
㌔
9
ヨ
喜
覧
。
詰
聖
篭
。
｛
の
）
の
中
頴
覧
。
齢

は
U
o
吾
の
系
統
で
は
な
く
、
頃
。
養
江
窃
の
後
衡
で
あ

っ
て
、
ス
パ
ル
タ
の
二
王
は
實
に
此
の
系
統
に
薦
す
る
Q

部
ち
王
統
は
ラ
コ
ニ
や
侵
入
に
際
し
て
、
實
際
武
力
の
中

堅
を
な
し
た
こ
い
ふ
部
族
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
ス
パ
ル

タ
の
二
王
が
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
後
で
あ
る
こ
い
ふ
事
、
及
び

此
の
二
王
統
は
常
に
舞
岡
を
画
け
た
（
H
｛
。
巴
a
。
ρ
窃
く
H
い
ゆ
）
ご

い
は
る
、
事
か
ら
、
ラ
ケ
グ
イ
モ
ン
の
建
設
ご
維
持
ご
に

際
し
て
は
、
内
部
に
於
て
、
喜
多
な
る
分
子
の
葛
藤
が
極

め
て
錯
綜
せ
る
…
關
係
を
拠
現
せ
重
事
を
認
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
さ
れ
ば
、
ジ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
が
奮
制
度
を
「
遜
し

て
新
制
度
を
設
け
た
ご
い
ふ
け
れ
ざ
も
、
　
（
鷺
戸
飾
．
肖
。
｝
扁
・
岡
受
搾

ρ
U
）
此
の
ス
パ
ル
タ
の
國
欝
は
、
箪
』
の
ソ
ユ
ク
ル
ゴ
ス

の
カ
に
よ
っ
て
、
整
齊
さ
る
＼
事
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
榿
鮒
二
號
鱒
　
　
　
四
　
（
…
入
六
）

考
へ
ら
れ
な
い
。
（
芝
山
引
田
。
乱
｛
N
，
露
。
。
昌
。
・
り
鳥
。
同
B
。
Q
齢
p
㌘
【
償
一
、
島
Ω
。
繊
巴
・
噺
・

。
M
μ
鐸
滞
く
。
一
μ
O
巴
㎜
。
。
｝
冒
。
許
ρ
O
圃
）
立
ち
吾
々
は
先
づ
フ
ユ
ク
ル
ゴ
ス

傳
説
を
吟
逃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
謎
）

捷歯

?
M
よ
り
η
ユ
ク
ル
ゴ
ス
に
至
る
ま
で
の
ス
パ
ル
タ
の
隙
閏
幣
…
に
鯛
～

か
で
な
い
。
嵩
。
δ
餌
。
ε
・
。
H
’
甜
や
臼
一
同
零
胤
閂
鳥
＄
H
璽
図
。
。
に
に
、

鳳
離
の
蓬
だ
し
か
つ
六
事
た
傳
へ
、
歪
艮
9
ポ
Ω
＄
。
霧
閏
メ
い
　
に

に
、
比
較
的
首
魁
に
経
過
ぜ
ろ
事
な
語
っ
て
居
る
。
・
然
し
、
改
革

の
二
郎
の
箭
に
に
、
無
秩
序
な
り
し
暴
為
背
定
す
る
が
穏
憐
だ
定

考
へ
る
O
（
O
沖
ン
自
O
団
0
ポ
男
O
誘
O
ゴ
罠
｝
σ
q
。
錫
N
霞
缶
δ
潜
O
霧
9
比
。
｝
監
O
・

H
・
伊
悼
い
博
）

　
（
そ
の
一
）
、
實
在
に
就
い
て
の
疑
ひ
。

　
リ
ュ
ク
川
ゴ
ス
の
年
代
並
び
に
家
系
に
就
い
て
も
傳
説

は
隅
々
こ
し
て
居
る
。
傳
説
を
か
い
た
℃
ζ
貧
9
も
壁
頭

に
正
確
な
異
論
の
な
い
ビ
い
ふ
黙
に
つ
い
て
は
、
語
る
べ

き
何
物
も
な
い
ご
い
っ
て
居
る
（
蔓
、
・
。
・
囲
）
然
し
彼
を
有
徳

の
震
子
こ
し
て
、
又
立
法
家
こ
し
て
取
扱
ひ
，
デ
ル
フ
す

イ
の
榊
託
を
う
け
炉
し
改
革
を
し
た
こ
い
ふ
傳
説
が
完
成
す

る
に
到
っ
た
の
は
、
紀
元
前
四
世
紀
以
來
の
事
で
あ
る
。

H
歯
。
δ
自
。
欝
。
。
遍
9
は
銑
に
彼
の
名
を
傳
へ
て
居
る
が
、
ま



だ
、
傳
説
は
一
定
の
型
に
入
っ
て
居
な
い
。
（
註
A
）
月
デ
　
・（

煤
D
団
。
メ
伸
ご
苓
迎
お
博
）
所
が
国
喜
○
噌
○
。
。
の
迦
智
的
傾
向
は
、

ぎ
旨
蓉
。
・
（
押
、
。
。
）
や
餌
。
匿
色
§
（
。
な
聲
げ
。
噂
く
H
困
H
．
。
温
鵡
い
）
（
謎
窮
）
　
か
、
る
紳
授
説
を
そ
の
ま
、
に
は
探
用
し
え
す
し
て
、
．
之

は
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
名
を
さ
へ
暴
げ
て
居
な
い
の
で
あ
　
　
を
ク
レ
テ
傳
叢
説
に
よ
っ
て
墾
形
し
つ
、
物
語
つ
た
こ
思

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
れ
る
（
ン
自
。
矯
①
吋
・
離
、
響
伊
沁
。
。
い
）
（
後
世
の
勺
。
ぢ
露
。
。
。
や
U
δ
q
O
i

　
ジ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
傳
説
は
、
図
喜
。
δ
ω
が
最
も
綜
合
的
に
　
　
8
。
。
は
、
之
を
史
料
こ
し
て
居
る
の
で
あ
る
）
。
か
く
て
四

傳
へ
た
早
い
一
人
で
あ
る
。
ア
ジ
ス
ト
プ
レ
ス
も
彼
の
著
　
　
世
紀
の
歴
史
家
達
の
聞
に
は
、
大
膿
立
法
家
リ
ュ
ク
川
ゴ

書
を
墾
照
し
て
居
た
ら
し
い
ビ
傳
へ
ら
れ
る
Q
（
ン
尊
辞
憎
鍵
　
　
ス
こ
い
ふ
も
の
が
承
認
せ
ら
れ
て
居
る
○
（
註
D
）

多
幸
．
農
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）
A
、
盆
ク
ル
ゴ
ス
は
、
大
醗
有
徳
の
立
法
家
定
し
て
認
め
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層
穿
剛
興
8
の
人
d
・
・
ヨ
⑦
a
畠
に
よ
れ
ば
、
雌
の
癖
．
代
は
極
め
て
亭

　
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
頃
に
は
、
改
革
さ
れ
た
制
度
が
デ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濾
の
時
で
あ
ろ
ミ
み
え
る
（
運
3
ζ
劃
ρ
お
）
。
然
し
又
躍
営
鍔

ナ
イ
の
属
託
に
出
づ
ご
の
説
は
ま
だ
確
定
的
で
な
く
、
寧
　
　
　
　
に
彼
為
勇
敢
な
る
將
軍
ピ
し
て
居
ゑ
穿
こ
蓬
ρ
い
ω
）
。
寓
．
養

ろ
蒙
よ
轟
入
せ
書
考
へ
ら
れ
て
居
・
。
（
5
　
　
単
寧
ル
匙
羅
与
奪
璽
の
鱒
罪
鯵

g
馨
二
二
ρ
お
。
×
註
。
）
プ
ラ
ト
ン
に
至
る
と
法
律
篇
の
窓
　
　
　
な
し
、
立
法
家
書
に
琶
珊
ぜ
ん
ミ
し
て
居
ろ
。
（
量
。
こ
象
言

頭
淫
薬
タ
に
於
て
も
、
ク
、
一
グ
に
於
て
も
、
法
制
は
　
琉
器
轍
言
意
誰
遡
鶴
卿
登

淋
意
に
登
す
る
ご
い
ひ
、
立
法
家
は
恰
も
紳
の
豫
言
者
の
　
　
　
　
　
に
あ
り
零
す
れ
ば
、
か
」
る
矛
盾
に
、
偶
々
へ
。
ド
｝
ス
に
お
け

如
く
考
へ
て
居
る
。
（
o
。
の
。
帥
．
．
H
鍔
8
岡
）
、
か
く
て
ス
パ
ル
タ
　
　
　
　
　
る
傳
観
の
未
完
成
た
示
す
も
の
定
も
考
へ
得
る
。
然
し
彼
た
有
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
君
子
ぜ
す
ろ
に
理
想
化
で
あ
り
、
叉
軍
國
ス
パ
ル
タ
の
理
想
的

の
制
度
が
棘
意
に
出
づ
、
ビ
の
説
は
四
百
年
頃
身
の
磐
幽
窪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
法
者
が
軍
剃
の
改
革
為
な
す
の
も
常
然
で
あ
ろ
。
．
自
分
に
、
此

時
代
ま
で
に
は
最
早
一
般
に
承
認
さ
れ
て
來
た
ら
し
い
。
　
　
　
　
　
の
性
格
の
矛
盾
に
、
”
ユ
ク
ル
ゴ
ス
な
理
想
化
し
糞
結
果
だ
定
考

　
　
　
第
十
一
谷
　
研
究
　
リ
ユ
ク
ツ
ゴ
ス
傳
離
亡
そ
の
丈
化
吏
酌
意
義
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　

五
（
…
入
七
）



第
十
｝
巻
　
　
研
　
究
　
　
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
傳
親
電
そ
の
文
化
史
的
意
義

へ
ろ
Q
二
人
の
リ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
か
霧
在
し
宝
恥
い
ふ
考
に
、
一
そ

の
性
格
の
如
何
に
瑚
吊
し
て
、
1
古
傳
に
も
無
い
わ
け
で
に
な
い

（
歪
β
葺
。
ダ
ξ
劉
。
』
）
。
然
し
鋤
の
二
つ
の
理
懇
化
さ
れ
六
リ
ユ

〃
ル
ゴ
ス
の
何
れ
が
古
く
何
れ
が
憂
し
い
か
た
決
定
す
る
に
困
難

で
あ
り
、
日
下
の
吏
料
為
以
て
し
て
に
薪
鷲
の
刑
為
設
く
る
ば
危

瞼
で
あ
る
。
自
分
に
賛
成
し
難
い
Q

丑
、
O
Z
；
ス
匡
改
革
者
た
守
傷
壽
コ
。
。
，
』
邑
肖
歪
の
二
王
の

　
名
に
回
し
H
⇔
．
写
碍
の
当
為
急
げ
て
居
な
い
。
是
に
甥
す
ろ
蝉
∀

　
ン
O
尻
O
も
。
の
反
駁
に
、
同
じ
肋
糊
所
に
．
見
え
、
リ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
に
．
に
祭
灘
…

　
あ
る
も
、
二
王
に
に
初
代
の
王
な
る
に
も
關
ら
す
、
祭
祀
な
し
ビ

　
論
じ
て
房
ろ
。

C
、
切
霧
o
F
O
弓
冨
。
ぼ
ω
o
酬
δ
ω
貫
p
範
（
戸
葺
畠
。
幹
禽
に
ア
イ
ヤ
ー
定
見
解

為
異
に
し
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
頃
既
に
、
”
ユ
〃
ル
ゴ
ス
が
デ
ル
フ
ナ

　
イ
の
淋
託
に
よ
れ
■
定
の
考
に
一
般
に
信
ぜ
ら
れ
栄
亡
い
ふ
o

D
、
該
。
団
⑦
ご
周
。
謡
。
ぎ
薦
〇
一
げ
H
輪
．
悼
三

　
老
蓼
旨
〇
三
仲
苧
寓
o
o
］
H
o
困
乙
。
吋
趣
　
嵩
。
言
⑦
留
9
①
¢
三
〇
榮
お
一
冒
葛
σ
q
窪
。
・
．

　
ミ
困
に
に
三
五
〇
年
頃
ま
で
に
に
、
此
の
傳
観
に
或
程
度
ま
で
完

　
成
し
評
定
禰
す
ろ
。
術
ほ
同
香
勺
昌
ω
参
照
の
禦
o

E
、
サ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
櫨
螺
説
に
は
｝
、
全
膿
に
3
ざ
昌
の
徳
…
鮒
肺
ミ
の
曽
備
複

　
為
見
ろ
。
埃
及
へ
の
旅
行
、
ク
ソ
タ
よ
嚇
詩
人
為
つ
れ
麟
つ
距
凄

第
二
號

六
（
一
入
入
）

死
後
そ
の
骨
灰
が
海
に
投
ぜ
ら
れ
禿
黙
な
ご
何
れ
も
同
じ
で
あ
ろ

斯
に
も
ア
テ
ナ
イ
の
立
法
家
ソ
ロ
ン
に
慰
し
、
ス
パ
ル
タ
の
立
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

家
リ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
傳
凱
の
作
意
が
み
え
ろ
。
（
毛
萱
旨
。
ジ
・
ζ
．
訂
。
影
．

q
三
．
鉛
ミ
H
）

　
ブ
ル
タ
ル
ク
は
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
名
が
昼
蓬
δ
ω
の

名
ビ
共
に
、
○
ぐ
ヨ
℃
貯
の
皇
路
◎
。
。
に
記
さ
れ
て
居
り
、

オ
ソ
ユ
ン
ビ
ヤ
の
祭
の
間
短
目
を
守
る
事
を
定
め
た
ビ
傳

へ
、
ア
ソ
ス
ト
グ
レ
ス
も
之
を
讃
明
せ
う
ご
記
し
て
居
る

（
ξ
劃
ρ
岡
）
又
国
窃
ρ
墨
。
。
に
も
團
讐
菖
8
は
リ
モ
ク
ル
ゴ

ス
ご
同
時
代
の
由
が
見
え
て
居
る
。
（
タ
ρ
轟
）
、
果
し
て
そ

の
名
が
圓
板
に
記
さ
れ
て
居
た
ε
し
て
も
、
叉
そ
の
リ
ュ

ク
ル
ゴ
ス
を
ス
メ
ル
タ
入
ご
考
へ
る
事
に
尤
も
ら
し
き
理

由
が
存
す
る
ご
し
て
も
、
直
ち
に
そ
れ
を
立
法
者
の
リ
ニ

ク
ル
ゴ
ス
ご
一
致
せ
し
め
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
（
ぞ
富
、
一
．
副

。
葺
け
N
・
。
。
ぎ
再
戸
『
Ω
。
m
。
戸
ρ
。
。
磨
窯
。
騰
。
見
』
。
尻
ω
。
一
囲
拐
μ
農
）
寧
ろ
、
ス

メ
ル
タ
の
英
雄
ヲ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
に
、
立
法
の
説
話
を
結
び

つ
け
た
も
の
だ
ざ
言
へ
る
、
ウ
イ
ラ
壬
グ
イ
ツ
・
の
説
．
が

・
プ
ロ
バ
ブ
ル
で
あ
る
。
（
毛
昌
p
一
ゴ
。
ノ
き
し
目
9
戸
μ
⊆
冒
峠
・
ρ
ゆ
。
。
い
）

♂

複



夢

　
兎
に
角
、
此
の
場
合
に
見
あ
る
〉
如
く
、
ソ
ユ
ク
ル
ゴ

ス
の
名
が
Q
Q
蜜
益
9
愈
の
崇
舞
す
る
浮
器
の
帥
ご
常
に

密
接
な
關
係
を
有
す
る
事
は
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

（
i
） o②③

’

帥
ち
ヲ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
の
名
は
、

ス
ト
關
係
が
あ
う
、
更
に
言
へ
ば
、
そ
の
本
質
は
最
高
帥

　
　
　
第
十
四
谷
　
　
研
　
究

ホ
メ
ロ
ス
に
は
、
ア
ル
カ
ヂ
ヤ
の
英
雄
ε
し
て
リ
ュ
ク
ル
モ

ス
の
名
が
現
は
れ
て
居
る
。
（
罎
註
・
〈
H
回
目
鳶
）
。
ウ
ィ
ラ
ゴ

ブ
イ
ツ
ツ
に
糠
れ
ば
、
リ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
ミ
は
一
滴
窪
。
お
。

（冒

ｶ
郎
ち
狼
の
心
の
意
だ
ε
い
ふ
。
．
（
矯
。
芦
9
昼
。
。
・
怜
。
。
い
）
而

し
て
ゼ
ウ
ス
は
ア
ル
カ
ヂ
ヤ
の
名
。
野
α
q
O
言
で
あ
る
。

跳
ユ
ク
ル
ゴ
ス
の
派
生
語
ξ
冨
。
⇔
は
光
を
意
味
す
る
S

ウ
イ
ラ
モ
ウ
イ
ッ
ツ
は
言
ふ
（
ン
冷
岩
“
ぎ
§
び
●
押
鉾
悼
。
。
瞬
）
。

而
し
て
此
の
ξ
宥
。
ロ
は
、
ξ
犀
巴
。
。
。
の
ゼ
ウ
ス
の
祭
を

始
め
て
居
る
。
（
幣
P
＝
o
ゆ
9
昌
剛
9
勾
降
ノ
N
目
H
H
O
・
　
い
）

窯
Φ
諺
8
に
も
ξ
巨
お
○
。
。
ミ
い
ふ
同
名
の
王
が
あ
る
。
そ

の
子
貯
9
①
諺
9
0
ω
は
、
累
。
ヨ
窪
の
ゼ
ウ
ス
の
祭
を
始
め

て
居
る
。
　
（
二
型
2
ぎ
§
M
押
H
．
頓
●
沁
。
。
肖
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≦
。
瀞
灘
北
な
る
ぜ
ウ

リ
ユ
ク
痢
ゴ
ス
傳
観
建
そ
の
丈
化
吏
曲
意
義

た
る
ゼ
ウ
ス
に
蹄
せ
ら
れ
る
。
此
の
ソ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
が
、

ス
パ
ル
タ
に
於
て
、
宗
激
的
な
政
治
組
織
灘
會
制
度
の
創

始
者
で
あ
る
こ
い
ふ
事
は
、
ペ
ロ
ポ
ン
ネ
ン
ス
人
一
般
に

通
す
る
思
想
に
歯
來
す
る
ご
考
へ
ら
れ
る
。
（
ヒ
．
閤
騰
・
同
。
哩
覧
ピ

H
曾
・
。
●
悼
◎
◎
い
）

　
プ
ル
タ
ル
ク
の
傳
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
ヲ
ユ
ク
ゴ
ル
ス

は
≧
す
＆
δ
ω
の
π
め
に
｝
眼
を
突
か
れ
、
是
が
機
縁
ビ

な
っ
て
》
鋳
。
唇
○
℃
鰹
。
昏
の
殿
堂
を
建
て
た
ε
い
ふ
。

（
訂
、
H
＾
・
ρ
H
H
）
、
ア
タ
ナ
帥
は
ゼ
ウ
ス
ξ
共
に
ス
パ
ル
タ
の
守

護
騨
で
あ
る
の
で
（
と
①
器
『
㌃
三
9
鉾
ミ
ゆ
）
斯
に
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス

が
開
回
し
て
る
事
は
、
注
目
す
べ
き
傳
説
で
あ
る
。
（
又
彼

の
墓
が
電
光
に
嶢
か
れ
た
こ
い
ふ
傳
説
も
（
ξ
鮮
。
嘩
ω
H
）
　
ゼ

ウ
ス
が
雷
電
な
る
事
ご
醤
比
す
れ
ば
乾
熱
が
あ
る
ご
思
惟

　
　
　
’

す
る
）
。

　
ソ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
は
、
功
績
に
よ
っ
て
紳
に
祭
ら
れ
、
年

々
供
犠
さ
れ
た
る
の
み
な
ら
す
（
嵩
。
門
。
自
。
｛
漏
ω
・
β
ひ
α
…
罷
自
岬
・
ξ
ぎ

◎
3
デ
ル
フ
オ
イ
の
言
託
に
よ
れ
ば
、
「
紳
に
愛
さ
る
、
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
七
　
（
一
八
九
）



　
　
　
第
十
㎝
巻
　
　
研
　
究
　
　
リ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
傳
観
定
そ
の
丈
化
史
的
意
義

の
、
人
間
ご
言
は
ん
よ
り
は
寧
ろ
帥
な
b
」
ご
見
え
て
居

る
（
身
r
ρ
い
）
郎
ち
彼
は
有
徳
の
立
法
家
こ
し
で
よ
り
も
紳

と
し
て
見
る
べ
く
、
入
間
的
臭
墨
よ
り
も
宗
教
鮒
色
彩
が

嘱
暦
濃
厚
な
る
を
畳
え
る
。

　
又
彼
の
祭
日
を
ピ
）
、
。
ぎ
幾
σ
q
冠
霧
ご
呼
び
、
友
人
親
族
の

入
々
に
よ
っ
て
奉
仕
さ
れ
た
ご
い
ふ
ブ
川
タ
ル
ク
の
記
事

は
、
（
ξ
〆
ρ
ω
圏
）
マ
イ
ヤ
ー
の
言
へ
る
如
く
、
（
ぎ
叫
箭
。
甥
担
幹

悼
。
。
。
）
氏
族
的
祭
祀
の
面
影
を
留
め
て
居
る
で
は
な
い
か
。

　
之
を
要
す
る
に
、
ジ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
は
、
立
法
家
ご
し
て

傳
へ
ら
る
、
以
前
に
、
既
に
ぺ
買
ボ
ン
ネ
ソ
ス
に
於
で
は

ゼ
ウ
ス
紳
ご
密
接
な
る
閣
係
に
立
ち
ト
氏
族
棘
こ
し
て
の

祭
寵
を
有
う
て
居
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
二
、
傳
説
の
形
式
の
疑
。

　
若
し
假
b
に
、
立
法
家
ソ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
が
實
在
の
人
で

あ
っ
た
事
を
許
す
ご
し
て
も
、
な
ほ
種
々
の
事
情
ご
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
入
（
踊
九
〇
〉

こ
の
上
に
築
か
れ
た
る
諸
制
度
の
改
革
を
、
彼
「
個
人
の

名
に
鰭
…
す
る
事
は
出
　
來
な
い
。

　
第
一
そ
の
改
革
の
布
告
は
、
所
謂
凌
鐸
「
鉱
こ
し
て
示

さ
れ
て
居
り
、
ソ
ロ
ン
の
憲
法
の
如
く
、
或
文
法
こ
し
て

輿
へ
ら
れ
、
又
約
束
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
反
っ
て
成

丈
こ
す
る
事
は
禁
じ
ら
れ
、
確
乎
不
動
の
慣
習
こ
し
て
、

又
性
格
こ
し
て
國
民
の
心
に
植
ゑ
つ
く
べ
き
も
の
こ
考
へ

ら
れ
て
居
る
。
（
曳
鐸
ρ
望
、
・
ρ
．
ω
）

　
然
ら
ば
此
の
二
糞
養
ε
は
何
を
意
昧
す
る
か
。
之
に
は

色
々
異
説
が
あ
る
。
此
の
言
葉
は
早
く
ホ
メ
・
ス
に
も
用

ひ
ら
れ
た
が
、
後
に
は
地
方
に
の
み
残
存
し
て
正
確
な
意

味
は
失
は
れ
た
も
の
ら
し
い
（
レ
5
．
辞
局
。
翫
。
】
】
●
H
．
巴
悼
）
ウ
ィ
ラ

モ
ヅ
ィ
ツ
ッ
に
よ
れ
ば
契
約
を
意
延
す
る
こ
い
ひ
（
頴
。
H
冒
ご

¢
・
、
，
跡
い
。
。
。
・
・
．
》
）
グ
買
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
紳
よ
り
出
　
で
た

る
、
若
し
く
は
帥
の
認
め
た
る
帥
聖
な
契
約
だ
こ
い
ひ
、

（
霞
、
｛
。
．
鴇
。
h
Ω
・
§
。
目
・
罰
い
曾
・
甲
）
宗
敏
的
な
事
に
重
心
を
お

い
て
居
る
。
マ
イ
ヤ
ー
も
最
初
は
、
プ
ル
タ
ル
ク
の
用
ひ



た
愚
昧
を
以
て
、
契
約
で
も
な
く
、
帥
よ
り
の
言
葉
で
も

な
く
、
軍
・
に
法
、
又
は
法
案
を
指
す
ご
言
っ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
男
。
話
9
．
押
ρ
悼
α
亭
）

　
然
し
乍
ら
．
プ
ル
タ
ル
ク
に
見
ゆ
る
誉
Φ
鐸
既
　
の
形
式

は
、
明
か
に
契
約
で
も
な
く
、
又
法
律
で
も
な
い
◎
傳
説

の
圭
旨
は
、
改
革
案
め
紳
授
な
る
事
を
高
唱
す
る
に
あ
る

の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
プ
ル
タ
ル
ク
の
正
し
く
理
解
し
た
如

く
、
（
ξ
ド
ρ
q
）
帥
の
言
葉
帥
ち
託
宣
と
見
る
べ
き
で
あ
る

（
註
）
（
O
h
団
α
｝
り
H
旨
§
昌
”
Ω
ユ
8
ぼ
m
o
ぽ
Ω
o
u
。
o
甑
。
ぽ
。
幅
M
N
）

　
然
ら
ば
、
傳
説
の
物
語
る
改
革
案
は
、
託
宣
の
形
を
以

て
告
示
さ
れ
た
る
、
極
め
て
宗
激
的
な
も
の
で
あ
る
。
い

は
い
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
改
革
は
、
國
民
の
信
仰
の
上
に
立

っ
て
居
た
の
で
あ
る
。
帥
ち
発
の
憲
法
は
久
し
き
慣
習
を

形
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
い
ふ
べ
く
、
決
し
て
輩
「
入

の
業
績
で
は
な
い
ざ
い
ふ
事
を
断
言
せ
し
む
る
も
の
で
は

な
い
か
。

　
（
装
）
窯
曙
臼
も
後
に
、
（
H
げ
話
。
昼
嗣
．
。
・
・
独
V
）
既
の
観
た
す
て
～
託
宣

第
十
h
巻
　
　
研
　
究
　
　
切
ユ
〃
ル
ゴ
ス
傳
観
ミ
そ
の
丈
化
瓢
箪
慧
義

．
ε
考
へ
て
居
ろ
。
夙
｝
拓
【
話
一
の
罵
一
五
が
デ
ル
フ
す
イ
の
止
万
雪
口
な
り
定

の
理
由
の
下
に
、
之
が
デ
ル
フ
ナ
イ
の
製
作
ミ
な
し
、
伶
者
匡
自

分
に
説
艦
昧
不
㎜
脚
な
る
既
の
瓢
㎜
が
、
ス
パ
ル
タ
で
に
法
律
の
意
味
に

使
用
ぜ
る
為
知
っ
て
、
之
な
用
ひ
六
ミ
い
び
、
羅
に
「
雷
葉
」
定
い

ふ
位
に
用
び
、
先
づ
託
宣
ε
い
ふ
が
如
し
S
い
っ
て
居
ろ
。
ス
パ

ル
タ
で
臨
．
黛
昼
為
法
撞
の
意
昧
に
用
ひ
六
ミ
い
ふ
購
為
考
慮
の
串

に
入
れ
て
証
逼
し
な
く
亡
も
宜
し
か
ら
う
定
自
分
岐
考
へ
る
O
「
又

マ
イ
ヤ
ー
は
此
の
雷
葉
が
託
宜
の
意
味
に
用
ひ
法
律
の
麿
味
に
用

ひ
な
い
定
の
理
歯
で
既
の
内
容
が
デ
ル
フ
ナ
イ
起
源
の
論
鎌
ミ
も

な
し
て
居
る
。
（
Ω
聲
伽
・
≧
。
登
昼
託
§
嘱
〉
・
）
Q
葡
競
定

は
因
果
の
關
係
が
反
灘
に
な
っ
て
留
る
。

第
二
號

九
（
、
九
蝋
）


